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主  論  文  の  要  旨  
Elevation of serum matrix metalloproteinase-3 as a predictive marker for 
The long-term disability of rheumatoid arthritis patients in a prospective 
Observational cohort IORRA  
（血清 MMP-3 は関節リウマチ患者における機能障害の指標となりうるか -IORRA
コホートによる検討）                               
        東京女子医科大学公衆衛生学（二）教室  
（主任：山口  直人教授）  
                     篠﨑  美樹子  
Modern Rheumatology 第 17 巻  第 5 号  403 頁〜 408 頁（平成 19 年 1 月 30 日
発行）に掲載  
【目  的】  
RA 患者における血清 MMP-3 の意義を前向き観察研究 IORRA（ Institute Of 
Rheumatology Rheumatoid Arthritis）調査データを用い検討した。  
【対象および方法】  
126 名 0 の RA 患者を対象とし、横断的研究として血清 MMP-3 と臨床指標との関
連を、縦断的研究として同患者を 4 年間（ 2000 年 10 月から 2003 年 10 月）観
察し、身体機能障害度 Japanese Hearth Assessment Questionnaire(JHAQ)との
関連を、それぞれ検討した。  
【結  果】  
横断研究にて血清 MMP-3 高値と相関を示したのは DAS28 高値、 CRP 高値、赤
沈 1 時間値（ ESR）高値、 RF 陽性、 JHAQ 高値、ステロイド内服者であった。
縦断研究では血清 MMP-3 陽性かつ RF 陽性群で対年あたりの JHAQ 上昇率がも
っとも高く、血清 MMP-3 正常値かつ RF 正常値群で、対年あたりの JHAQ 上
昇率が最も低かった。         
【考  察】  
血清 MMP-3は RAの関節破壊における予後予測因子であることは複数報告されて
おり、当施設でも以前検討している。本研究は以前の検討を踏襲の上、より多
い患者数にて検討したことから前向きコホート研究としてより有意な結果を示
せたと考える。  
【結  論】  
RA 患者において血清 MMP-3 値は測定時の疾患活動性を反映し、その後の機能障
害を示唆する指標となりうることが示された。（本文：スペース含めず 595 字） 
